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Cefotiam (SCE-963)の 臨床 的検討

滝下佳寛 ・香西勝人 ・螺良英郎

徳島大学医学部第三内科学教室

新しく開発 された セ フ ァ ロス ポ リ ン系 抗生 物 質Cefo-

tiam (CTM, SCE-963): 78-[2- (2-aminothiasol-4-y1)

acetamido]-3- [[[1-(2-dimethylaminoethyl)- 1H-tetra-

zol-5-yl] thiol methyl]-ceph-3-em-4-carboxylic acid,
dihydrochloride は従 来 の セ フ ァ ロス ポ リン系 抗生 物 質

に比 しE. coil, Klebsiella, Proteus mirabilis に対 して

すぐれた抗菌活牲を示 し,さ らに Ampicillin 耐性 H.

in fluenzae に対 して も有 効 で あ る とされ て い る1)。

今回われわれはCTMを 呼 吸 器 感 染 症 および尿路

感染症の患者に用いその臨床効果 を検討 したので報告す

る。

対象および投与方法

対象はいずれも当科 の 入 院 患 者で,呼 吸器感染症7

例,尿 路感染症2例 の計9例 である。いずれ も感染症以

外の基礎疾患を有 していた。

投与方法 はCTMを1回1～29,1日2回,静 脈 内

注射または点滴静注にて2～11日 間投与 した。

臨床効果の判定は自覚症状,喀 痰 ない しは尿所見.胸

部X線 所見,細 菌学的検査所見な どより,原 則 として3

日以内に自他覚所見が著 しく改善 したものを著効(帯),

1週 間以 内の ものを 有効(+),症 状の 改善が 認め られ

るが 遅 延す るものをやや有 効(+),症 状がまった く改

善 しないか,ま たは悪化 したものを無効(-)と 判定 し

た。

臨 床 成 績

成績はTable1の 如 く9例 中著 効2例,有 効1例,

やや有効4例 および無効2例 であ った。呼吸器感染症で

Table 1 Clinical responses with CTM

*:Skin eruptiOn .
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Table 2 Laboratory findings

(b: before, a: after)

は7例 中2例,尿 路感染症では2例 中1例 で箸効 ない し

は有効であ った。

Case5は57歳 の女性で慢 性 気管支炎 とともに気管支

拡張症および慢性関節 リュウマチを有 していた。関節痛

は軽度なるも膿性疾が持続 し去痕剤 あるいは免疫 グロブ

リンA(lgA)吸 入療法 などにて効果がなか ったので,

CTMを1日192回(29/日)投 与 した所 喀 疾 量が

著 明に 減少 し,さ らに 喀疾 中のH.influenzaeが 消失

した。

Case 9は60歳 男性,気 管支喘息にて入 院 中であ った

が急性気管支炎を伴い,む しろア トピーおよび感染 の混

合型気管支喘息 と考えCTMを1日292回(4g/日)

の予定で投与 開 始 したが2日 目の総 投与量6gの 時点

より全身 に赤 色 点状 の発 疹を来 した。そごで 投 与を中

止 し,気 管支 喘息の治療 もかねて併用 していたpredon-

isolone 5mg/日 に その翌 日より β-methasone 1.5mg/

日を追加投与 したところ皮疹は約2日 間で消失 した。

なおCase 9を 除い#他 の8例 にてはいずれも臨床症

状の上からCTMに よ ると思 われ る副作用は認められ

ず,ま た検索 し得た筆囲ではTable2に 示す とお り,血

液一般検査および肝 ・腎機 能 検 査 上 にも悪 化は認 めら

れ なか った。

考 察

CTMは 既 存のセ ファロスポ リン剤 に 比べE.coli,

klebsiella,Proteus mirabilisに 対 して著 し く強い抗菌

力を示 し,ま た イン ぎ一ル陽性Proteus,Citrobacter,

Enterobacter,Ampicillin耐 性株を含むH.in fluenzae

にまで抗菌 スペ クトルが拡大 したとされてしごる1)。

特に注 目 したいのは,従 来セ ファロスポ リンが無効 と

されていたH.in fluenzaeに まで抗菌 力を 有 してい る

点で,こ れ によりCTMは 尿路感染症ばか りで な く,

呼吸器感染症に対 して も第1選 択薬剤になり得るもの と

考え られる。

今回対象 としたのは呼吸器感染症7例 と尿路感染症2

例 で,い ずれ も基礎に感染症以外の疾患を有する患者で

あった。分離菌を見ると,呼 吸器感染症7例 中3例 から

鼠in卿m羅8が 分離 されており,こ れ らの臨床効果は

著効 ない しやや有効であった。全般的に有効率が低かっ

たが,こ れはいずれの対象 も基礎に何らかの複雑な疾患

を有す るためと考え られ,9例 中5例 からPseudomo

msが 分離 されていることか らもうなずける結果であっ

た。対象 となる症 例を選ぺぱドもっと有効率はす ぐれた

ものとな ったで あろ う。

安全性に関 しては,1例 に皮疹の出現を見た摩,投 薬

中 止 と β-methasoneの 投 与 によ り,2日 後に消失し

た。この症例は気管支喘息に急性気管支炎を伴った症例

で,CTMの 皮内反応が陰性であ ったにもかかわらず,

皮疹が出現 したものであ り,ア レルギー素因を有 してい

た ものと考え られた。今後こうした対象 には慎重に投与

す る必要 が あろう。なお他の症例に 副 作用は認められ

ず,ま た今回検索 し得た臨床検査成績に も異常は認めら

れなか った。今後症例を増 して検討す る必要があるあ

CTMは 他のセ ファロスポ リン剤 と同様比較的安全牲の

高い薬剤 との印象を受けた。

ま と め

感染症9例 に対 しCefotiam(SCE-963)を 静脈内投

与 しその臨床効果 を検討 したところ,呼 吸器感染症7例

中2例,尿 路感染症2例 中1例 の計3例 に有効以上の効

果を認めた。なお対象とした症例はいずれ も基礎疾患を

有 してお り,か かる症例でな有効率は低い といえる。

副作用と しては急 性気管支炎および気管支喘息を有す

る1例 に皮疹をみたが,投 与 中止および β-methasone

などの投与により改善 した 。その他,臨 床検査値に異常

値を認めなか った。

以上の結果 よりCefotiamは 呼吸器および尿踏の感染

症に対 して有用 な抗生物質 であ ると思われるぜ零たし投

与に際 しては症例を選択す べきであること,ア レルギー

な どの副作用に注意すぺきであることが分かった。
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Cefotiam (SCE-963), a new cephalosporin antibiotic, was administered intravenously to the patients with
respiratory tract or urinary tract infections in daily doses of 2.0 to 4.0 g and their clinical responses were
investigated.

All the 9 patients had the underlying diseases other than the infections. Good clinical responses were
obtained in 2 of 7 cases with respiratory tract infections and in one of 2 cases with urinary tract infections.

Side effects noted were skin eruption in a case with acute bronchitis and bronchial asthma, but improved
by be cessation of the drug and administration of Q-methasone.

Cefotiam is seemed to be a effective antibiotic for the respiratory tract as well as urinary tract infections
if it was administered to appropriate patients.


